
新
た
な
自
覚
と
決
意
で
市
民
の
目
線
で
均
衡

の
と
れ
た
、
市
政
を
目
指
し
努
力
し
ま
す
。

新
た
な
自
覚
と
決
意
を
持
ち
、
常
に
住
民
の

目
線
で
、
市
政
に
尽
し
ま
す
。

胎
内
市
と
し
て
の
一
利
一
害
を
考
え
、
住
民

主
体
の
議
会
活
動
に
努
め
ま
す
。

市
の
特
性
を
活
性
化
さ
せ
、
次
世
代
に
ホ
コ

リ
受
け
継
ぐ
街
こ
の
使
命
第
一
に
、
励
み
た
い
。

平成17年
10月1日

臨時号

この用紙は資源保護のため再生紙を使用しています。

初
代
議
長
と
し
て
、
合
併
に
よ
る
大
勢
の
議

員
を
公
平
な
立
場
で
ま
と
め
て
行
き
た
い
。

均
衡
有
る
発
展
に
努
め
合
併
し
て
良
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
様
に
努
力
し
て
参
り
た
い
。

合併後の初議会が
9月13・14日に開か
れ、新たな議会構成
が決まりました。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
長
に

小
田

英
夫
氏

副
議
長
に

小
野

金
吾
氏

委
員
長

斎
　
藤
　
　
　
貢
議
員

（
土
作
）

（
議
会
運
営
委
員
）

議
　
長

小
　
田
　
英
　
夫
議
員

（
星
の
宮
町
）

副
議
長

小
　
野
　
金
　
吾
議
員

（
黒
川
）

（
厚
生
環
境
常
任
委
員
）

緒
　
形
　
一
　
秋
議
員

（
東
牧
）

（
議
会
運
営
委
員
）

小
　
野
　
康
　
男
議
員

（
西
栄
町
）

（
議
会
運
営
委
員
）

副
委
員
長

武
　
藤
　
　
　
勉

議
員

（
大
長
谷
）
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中
条
駅
の
西
口
開
設
や
消
雪
パ
イ
プ
の
普
及

に
尽
力
し
、
嘉
平
山
の
公
園
化
に
反
対
す
る
。

「
新
」
胎
内
市
の
教
育
・
文
化
・
環
境
・
農

業
雇
用
の
拡
大
に
一
歩
前
進
す
る
為
に
努
力
し

ま
す
。

自
然
と
人
に
恵
ま
れ
た
胎
内
市
、
発
展
よ
り

も
市
民
が
幸
せ
に
暮
せ
る
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
声
」
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

合
併
推
進
議
員
の
責
務
と
し
て
、
旧
両
町
村

の
未
調
整
事
項
を
早
期
に
調
整
、
特
例
短
縮
を

図
る
。

特
例
任
期
と
は
い
え
重
要
な
時
期
、
健
全
で

均
衡
あ
る
行
財
政
運
営
の
確
立
に
尽
し
た
い
。

新
市
に
向
け
、
住
民
と
の
対
話
を
大
切
に
、

議
会
活
動
を
精
一
杯
努
力
致
し
ま
す
。

新
市
の
発
展
の
た
め
、
又
地
域
住
民
の
声
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

産
業
福
祉
環
境
、
調
和
の
取
れ
た
胎
内
市
を

目
指
し
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

胎
内
市
を
活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
皆

様
方
と
共
に
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

入
院
中
で
す
が
全
快
し
次
第
、
新
市
の
福
祉

向
上
と
地
域
間
較
差
を
な
く
す
よ
う
頑
張
り
ま

す
。地

産
地
消
で
、
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
と
め
、

市
政
・
議
会
の
様
子
を
つ
た
え
ま
す
。

胎
内
市
を
名
実
と
も
に
「
市
民
の
ふ
る
さ
と
」

と
し
て
発
展
さ
せ
る
べ
く
頑
張
り
ま
す
。

地
域
の
連
携
や
つ
な
が
り
を
充
実
さ
せ
、
一

体
的
か
つ
均
衡
あ
る
発
展
に
努
力
し
ま
す
。

私
は
、
初
心
に
か
え
り
、
教
育
、
福
祉
、
環

境
の
問
題
に
と
り
く
み
ま
す
。

農
工
商
の
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
、
福
祉
の
充
実
に
努
力
し
ま
す
。

厚
生
環
境
常
任
委
員
会

皆
　
藤
　
和
　
雄
議
員

（
大
川
町
）

鈴
　
木
　
信
　
雄
議
員

（
高
畑
）

委
員
長

富
　
樫
　
　
　
誠
議
員

（
船
戸
）

（
議
会
運
営
委
員
）

桐
生

清
太
郎
議
員

（
鼓
岡
）

坂
　
上
　
精
　
衛
議
員

（
夏
井
）

諏
　
訪
　
松
　
男
議
員

（
十
二
天
）

花
野

矢
次
兵
衛
議
員

（
八
幡
）

副
委
員
長

増
　
子
　
　
　
強
議
員

（
坂
井
）

赤
　
塚
　
タ
　
イ
議
員

（
築
地
）

（
議
会
運
営
委
員
）

網
　
代
　
昭
　
一
議
員

（
本
郷
町
）

松
　
井
　
恒
　
雄
議
員

（
西
条
町
）

横
　
内
　
鐵
　
友
議
員

（
柴
橋
）

渡
　
辺
　
　
　
俊
議
員

（
近
江
新
）

加
納

雅
比
古
議
員

（
若
松
町
）

（
議
会
運
営
委
員
）

桐
生

吉
右
衛
門
議
員

（
鼓
岡
）

坂
上

彌
一
郎
議
員

（
夏
井
）
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初
心
を
忘
れ
ず
、
新
た
な
決
意
で
、
地
域
発

展
の
た
め
に
努
力
し
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

信
頼
と
融
和
の
精
神
で
、
胎
内
市
の
発
展
に

つ
な
が
る
よ
う
議
会
活
動
に
邁
進
致
し
ま
す
。

財
政
難
の
今
日
福
祉
切
捨
て
で
な
く
、
弱
者

の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
為
頑
張
り
ま
す
。

住
民
負
担
を
か
け
ぬ
た
め
税
金
の
む
だ
づ
か

い
が
絶
対
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

初
心
に
戻
り
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
と
言

わ
れ
る
市
政
を
目
指
し
尚
一
層
の
努
力
を
致
し

ま
す
。

市
民
の
利
益
第
一
に
、
く
ら
し
の
目
線
に
立

っ
た
議
員
活
動
。
議
会
の
様
子
を
知
ら
せ
る
。

「
自
然
が
活
き
る
、
人
が
輝
く
、
交
流
の
ま

ち
」
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

今
迄
御
指
導
頂
き
ま
し
た
事
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
新
市
発
展
の
た
め
頑
張
り
ま

す
。二

十
一
世
紀
を
創
造
市
民
本
意
の
市
政
執
行

豊
で
ゆ
と
り
あ
る
新
市
の
繁
栄
を
目
指
し
ま
す
。

胎
内
市
が
夢
と
希
望
、
そ
し
て
元
気
で
活
力

の
あ
る
街
に
な
る
よ
う
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

胎
内
市
と
市
民
の
皆
様
方
の
繁
栄
の
た
め
に

努
力
し
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

山
手
ひ
ら
場
の
隔
た
り
の
な
い
、
豊
か
で
活

力
あ
る
「
胎
内
市
」
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

黒
川
の
皆
様
共
々
協
力
し
合
い
、
人
と
自
然

に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

議
会
人
と
し
て
融
和
と
市
民
の
目
線
で
殊
に

過
疎
地
の
声
に
耳
を
傾
け
た
市
政
に
努
力
し
ま

す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

松
　
田
　
修
　
一
議
員

（
坪
穴
）

丸
　
山
　
孝
　
博
議
員

（
西
本
町
）

（
議
会
運
営
委
員
）

皆

川

彌
一
郎
議
員

（
下
館
）

（
議
会
運
営
委
員
）

委
員
長

坂
　
上
　
秋
　
男
議
員

（
鍬
江
）

（
議
会
運
営
委
員
）

副
委
員
長

菅
　
原
　
市
　
永
議
員

（
高
野
）

榎
　
本
　
丈
　
雄
議
員

（
近
江
新
）

小
　
林
　
兼
　
由
議
員

（
築
地
）

（
議
会
運
営
委
員
）

斎
　
藤
　
重
　
男
議
員

（
東
牧
）

佐
　
藤
　
幸
　
雄
議
員

（
鼓
岡
）

新
治

ひ
で
子
議
員

（
二
葉
町
）

布
川

嘉
一
郎
議
員

（
黒
川
）

（
議
会
運
営
副
委
員
長
）

水
　
澤
　
寅
　
一
議
員

（
宮
川
）

吉
　
村
　
忠
　
吉
議
員

（
羽
黒
）

渡
　
辺
　
宏
　
行
議
員

（
星
の
宮
町
）

（
議
会
運
営
委
員
長
）
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印
刷
／
株
式
会
社
天
野
印
刷

〒
９
５
９
―
２
６
９
３

新
潟
県
胎
内
市
新
和
町
２
番
10
号

◆
平
成
１７
年
１０
月
１
日
　
◆
発
行
責
任
者
議
長
小
田
英
夫

蕁

（
０
２
５
４
）４
３
―
６
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
５
４
）４
４
―
７
８
７
５

(
)

会
か
ら
選
任
さ
れ
た
９
名
の
新

メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。

11
月
に
予
定
の
定
例
会
よ
り
本

格
的
な
編
集
に
当
た
り
ま
す
。

伝
統
あ
る
旧
両
町
村
の
議
会
報

の
長
所
を
生
か
し
、
議
会
の
動

き
を
よ
り
正
確
に
、
そ
し
て
読

み
や
す
く
出
来
る
だ
け
早
く
お

手
元
に
届
け
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
、
委
員
一
同
精
一
杯
努
力

を
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
ど

う
か
旧
町
村
議
会
報
同
様
、
ご

愛
読
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（

文
責：

鈴
木
）

９
月
１
日
に
胎
内
市
が
正
式

に
発
足
し
、
13
・
14
日
の
両
日

第
１
回
臨
時
市
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
７
５
件
の
条
例

制
定
な
ど
新
市
運
営
に
必
要
な

案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
参

集
し
た
新
市
議
35
名
（
１
名
欠

席
）
は
、
少
し
違
う
雰
囲
気

か
？
緊
張
気
味
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
紹
介
覧
で
も
分
か
り
ま

す
よ
う
に
、
や
る
気
満
々
と
の

感
じ
で
あ
り
ま
し
た
。
議
会
報

の
編
集
委
員
会
も
各
常
任
委
員

委員長 鈴木　信雄
副委員長 松田　修一
委　員 皆藤　和雄
〃　 佐藤　幸雄
〃　 榎本　丈雄

委員 花野矢次兵衛
〃 新治ひで子
〃 桐生清太郎
〃 渡辺　　俊

議会報編集特別委員会

合
併
後
、
初
の
市
議
会
が
９

月
13
・
14
日
の
２
日
間
開
催
さ

れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
・
委
員

会
構
成
・
議
会
選
出
人
事
案
件

を
決
め
、
胎
内
市
役
所
の
位
置

を
定
め
る
条
例
ほ
か
２
７
４
件

の
条
例
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議
に
よ
る
条
例
等

・
市
議
会
委
員
会
条
例
の
制
定

・
市
議
会
会
議
規
則
の
制
定

・
市
議
会
傍
聴
規
則
の
制
定

・
市
議
会
事
務
局
条
例
の
制
定

・
市
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の

制
定

・
市
議
会
投
票
用
紙
規
程
の
制

定
・
市
議
会
公
印
規
程
の
制
定

・
市
政
報
道
関
係
者
取
扱
規
程

の
制
定

・
市
議
会
広
報
発
行
規
程
の
制
定

・
市
議
会
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
設

置
要
綱
の
制
定

・
市
議
会
を
実
施
機
関
と
す
る

胎
内
市
個
人
情
報
保
護
条
例

施
行
規
程
の
制
定

・
市
議
会
を
実
施
機
関
と
す
る

胎
内
市
情
報
公
開
条
例
施
行

規
程
の
制
定

・
市
長
の
専
決
事
項
の
指
定

の
全
議
案
を
可
決
。

執
行
部
提
案
に
よ
る
承
認
事
項

・
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条

例
ほ
か
２
７
４
件
の
条
例
の

制
定

・
市
の
字
の
名
称
の
変
更

・
市
指
定
金
融
機
関
の
指
定

・
下
越
土
地
開
発
公
社
定
款
の

一
部
改
正

・
新
発
田
地
域
予
防
接
種
健
康

被
害
調
査
委
員
会
へ
の
加
入

・
三
市
北
蒲
原
郡
地
区
視
聴
覚

胎
内
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例

ほ
か
２
７
４
件
の
条
例
を
承
認

▲
▲
▲

概
要
▼
▼
▼

教
育
協
議
会
へ
の
加
入

・
下
水
道
事
業
に
関
す
る
事
務

の
受
託

・
新
発
田
地
域
広
域
行
政
圏
構

成
市
町
村
の
公
の
施
設
の
相

互
利
用
に
関
す
る
協
定
書
の

一
部
を
変
更
す
る
協
定
書
の

締
結

・
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
新
潟
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更

の
全
議
案
を
承
認
。

・
平
成
17
年
度
一
般
会
計
暫
定

予
算
ほ
か
15
件
の
暫
定
予
算

が
報
告
さ
れ
た
。

皆
藤
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に

関
す
る
決
議

こ
れ
は
、
皆
藤
議
員
が
旧
中

条
町
役
場
職
員
の
採
用
に
関
し

て
、
議
員
の
身
分
を
利
用
し
て

関
係
幹
部
職
員
等
に
依
頼
し
た

と
さ
れ
る
事
実
関
係
を
委
員
９

人
で
構
成
す
る
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
調
査
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。

第1回臨時会
開　催

9月13日・14日

胎内市役所　開所式


